小平市小型放射線測定器貸出要綱
平成２３年７月２９日制定
平成２３年１１月１６日改正
平成２４年４月５日改正
　（趣旨）
第１条　この要綱は、小平市の区域内（以下「市内」という。）における空間放射線量を把握するため、小平市が保有する小型放射線測定器（以下「線量計」という。）の無償貸出しについて、必要な事項を定めるものとする。
（貸出しの対象者）

第２条　線量計の貸出しの対象者は、次に掲げる者とする。
(1)　市内に住所を有する個人(18歳以上の者に限る。) 
(2)　市内に事業所等を有する者

(3)  市内に存する次に掲げる施設及び団体の長
ア　学校教育法(昭和22年法律第26号)第1条に規定する幼稚園、小学校及び中学校
イ　児童福祉法(昭和22年法律第164号)第39条第1項に規定する保育所
ウ　アに規定する施設のＰＴＡその他これに類する団体
エ　小平市青少年対策地区委員会
オ　自治会及び町内会

(4)　その他市長が適当と認める者
　（貸出期間等）

第３条　線量計の貸出期間は、貸出しをした日限りとする。ただし、市長が特別の事情があると認めるときは、この限りでない。

（申請等）

第４条　線量計の貸出しを受けようとする者は、線量計借用申請書（別記様式）により市長に申請をしなければならない。

２　前項の申請の受付期間は、貸出しを受けようとする日の属する日の前月の初日から貸出しを受けようとする日までとする。

３　第1項の申請は、運転免許証、旅券、健康保険の被保険者証その他当該申請を行う者が本人又はその代理人であることを証明するものであると市長が認める書類を提示して行わなければならない。

４　市長は、第1項の申請の内容を審査し、適当と認めるときは、線量計の貸出しをするものとする。
　（目的外使用の禁止等）

第５条　前条第２項の規定により線量計の貸出しを受けた者（以下「使用者」という。）は、当該貸出しに係る線量計借用申請書に記載した使用目的以外の目的に線量計を使用してはならない。

２　使用者は、線量計に係る権利を第三者に譲渡し、又は転貸してはならない。
（使用者の責任）

第６条　使用者は、線量計の使用上の事故について一切の責任を負わなければならない。
２　貸出期間中の線量計の維持管理は、使用者の責任において行わなければならない。

３　使用者は、線量計を破損し、汚損し、又は紛失したときは、使用者の負担において原形に復し、又は現品をもって弁償しなければならない。ただし、市長が特別の事情があると認めるときは、この限りでない。
　（線量計の返納）

第７条　使用者は、線量計の使用を終了したときは、速やかに当該線量計を返納し、市長の検査を受けなければならない。

（施行期日）

この要綱は、平成２４年４月５日から施行する。

別記様式（第４条関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
　小平市長　殿

　　　　　　　　　　　　申請者　住所又は所在地
氏名又は名称及び代表者氏名　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号

線量計借用申請書
　次のとおり、線量計の借用を申請します。
	借用する日
	年　　月　　日（　　）

	使用目的
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